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1 はじめに

近年，オフィスワーカーの快適性，および創造性の向

上が求められている．また，光環境の色温度は人の生理・

および心理に影響することが分かっており脳にも影響を

及ぼすことが分かっている 1) ．一方では近年，生体情

報取得機器が発達してきており，それら中の一つとして

人の脳活動を簡易的に測定することが可能な，NIRSが

注目されている．色温度と脳に関する研究では，これま

で脳波を用いた検討は行われてきたが，NIRSを用いた

検討は行われていない．以上のことから，本研究では異

なる光色環境において創造的課題を行った際の，NIRS

による脳活動の測定を行う．また，心理評価も得ること

により，NIRSから得られる脳活動との関係性の検討も

行う．

2 NIRS

NIRS(Near-infrared spectroscopy)とは，近赤外線分

光法の意味である．血液中に含まれるヘモグロビン分

子には，近赤外光をよく吸収するという性質がある．脳

は特定の作業を行うなどによって活性すると，活性が起

こっている領域において血流量が増加することが分かっ

ている．そのため，脳が活性した際に増加する血流量の

増減を近赤外光を用いて測定することにより，脳の働き

を観測することを可能としている．本研究では，日立製

作所基礎研究所が開発した小規模な NIRS 装置である

「携帯型光トポグラフィ技術試作システム」を使用して

実験を行った．

3 異なる光環境下において創造的思考課題を
行う際の脳活動の計測実験

3.1 実験概要

実験の概要を Fig. 1に示す．被験者は，フルカラー

LED照明が設置されている実験室に入室後，NIRS機器

を装着する．この際，実験室の色温度は基準色温度環境

である 5000 Kに設定する．次に，色温度を指定色温度

環境に変え，キーワード列挙課題を 3回行い，その間の

脳血流量を測定する．本研究では，創造的思考が流暢性

に行われているかに着目しているため，被験者は実験者

から与えられたテーマとなる単語からできるだけ多く連

想できる単語 (キーワード)を列挙する課題を与える．

また，指定色温度に色温度を変化させた直後，および

それぞれのキーワード列挙課題の後に指定色温度環境に

おける主観的評価を得るため，VAS法によるアンケー

トを行う．

本研究では，20代前半，右利き男性 6人の被験者にお

いて実験を行った．指定色温度は，各被験者において，

3000 K，5000 K，および 17000 Kの 3種類の環境が与

えられる．指定色温度環境が互いに影響を及ぼさないよ

うするため，実験は指定色温度毎にそれぞれ別の日に行

う．本研究では指定色温度が 3種類あるため，3日間に

分けて実験を行う．なお，本研究では全ての色温度環境

を，オフィスにおける JIS照度基準により 750 lxに統

一した．
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Fig. 1 実験の手順

3.2 NIRSによる脳血流量の測定結果

本研究で使用した携帯型NIRSは前頭部に装着される

ものであり，Fig. 2にあるように，測定点が 22箇所あ

る．色温度間において有意な差が得られた測定点は，Fig.

3に示される 6点である．Fig. 3はその測定点における

色温度毎の脳血流量変化の平均を示しており，グレーは

3000 K，破線は 5000 K，および黒線は 17000 Kの結果

を示す．2つの縦線間においてキーワード列挙課題を行っ

た結果を示している．色温度間の有意差の算出に関して

は，各キーワード列挙課題におけるの脳血流量の積分値

を算出し，他の色温度環境の結果との間でWilcoxon検

定を行った．5000 Kをコントロール群として検定結果

の比較を行った結果，5000Kおよび 3000Kの比較の際

は，CH12，およびCH15の 2測定点において 3000 Kの

際に有意に増加したことが分かった．また，5000Kおよ

び 17000Kの比較の際は，CH7，CH13，CH14，CH15，

および CH16の 5測定点において 17000 Kの際に有意

に増加したことが分かった．
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Fig. 2 測定点の配置
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Fig. 3 色温度間において有意な差が得られた測定点

3.3 心理評価の結果

心理評価については，VAS法の得点データを，全て

の被験者において色温度間の違いに対し，Wilcoxon検

定を行った．3000 K，および 5000 Kと比較した際，「リ

ラックス」では p＜ 0.01，「提示された照明の光色が好

きである度合い」，「提示された光環境が好きである度合

い」，「疲れを感じない度合い」，「居心地」では p＜ 0.05，

および「落ち着き」は p＜ 0.1の有意差で 3000 Kにお

いて評価が高くなったことが分かった．また，17000 K，

および 5000 Kと比較した際，「提示された照明の光色が

好きである度合い」では 5000 Kの際に p＜ 0.1の有意

差で評価が高くなり，「頭のさえ具合」が p＜ 0.01の有

意差，および「やる気」が p＜ 0.1の有意差で 17000 K

環境の際に評価が高くなったことが分かった．

3.4 考察

本研究では，17000 K の際に前頭葉の広範囲で脳血

流量が増加したということが分かった．また，17000 K

の際に主観的なやる気が有意に上昇したということがア

ンケート結果から分かった．このことに関連して先行研

究では，被験者が課題を遂行する際に，大きな動機づけ

が付与されると，前頭葉の活動性が上がるということが

分かっている 2) ．このため，本研究において 17000 K

の際に脳血流量が広範囲において増加したのは，主観的

なやる気から起こったことであると考えられる．また，

3000 Kの際には局所的に脳血流量が増加したことが分

かった．局所的に活性した部分は前頭眼窩野付近である

と考えられ，前頭眼窩野は感情の抑制において重要な脳

部位であることが分かっている 3) ．3000 K環境では，

アンケートによるとリラックスや落ち着きが有意に増加

したことが得られており，抑制性と関係のある状態であ

ると考えられるため，前頭眼窩野のよる抑制性の作用が

働いた心理状態の結果である考えられる．

4 まとめ

本研究では，人が創造的思考課題を行っている際の脳

活動を，携帯型NIRSを用いて測定を行った．その結果，

17000 Kの際に脳血流量が広範囲において増加し，それ

らは主観的なやる気から起こったことであると考えられ

る．また，3000 Kの際に局所的に活性し，それらはリ

ラックスや落ち着きに関係していると考えられる．以上

のことから，色温度の違いによる生理的影響がNIRSで

も現れたことが分かり，かつ被験者の主観がNIRSの結

果と関係性があるということが分かった．
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